
「地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ」は、“地域の産学官ネットワークの連携強化”として、キーパーソ
ン同士のつながりの拡大や、大学と地域社会をつなぐ人材・組織の仕掛けの強化などを目指すとされており、総合知の
活用を促す上でも、着実な推進が不可欠な施策である。
また、「世界と伍する研究大学のあり方 最終まとめ」において、世界と伍する研究大学の目指すべき姿として、“研

究成果の社会実装が社会的価値の創出に繋がることを念頭において、知の創出を通じた新たな成長分野の形成、高次の
視点からの俯瞰的把握や、グローバル課題解決への貢献など、次代の社会構造の展開に向けて大胆なビジョンを描き、
社会の多様な主体と常に対話しながら、活動を展開することが求められる”とされており、同様に、着実な推進が重要な
施策である。

設立当初からグローバル市場を目指すSUのエコシステムの形成においても、総合知の活用の促進は重要。「スタート
アップ・エコシステム支援パッケージ」は、世界と伍するSUを支える支援体制として、SUの創出、育成から世界との
繋ぎまで一貫して推進するプラットフォームであり、この着実な推進は極めて重要である。

「研究力強化・若手研究者支援パッケージ」や、10兆円規模の大学ファンドによる研究環境整備や若手研究者支援の強
化は、若手研究者が総合知を活用する上でも、着実な推進が不可欠な施策である。

「教育・人材育成WG」では、総合知の活用を促す上でも基盤となる、探求・STEAM教育を社会全体で支えるエコシス
テムの確立や文理の分断からの脱却について議論がなされている。検討結果を踏まえた施策は、総合知の活用を促す上
でも不可欠である。

(参考) 総合知の推進と相乗効果の期待される施策（再掲）
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「知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン」（知財・無形資産ガバナンスガイド
ライ）では、オープン＆クローズ戦略（協創と競争の戦略）等を含んだ知財・無形資産の投資・活用戦略のステークホ
ルダーに対する共有化、その実効性を高める全社横断的な体制構築、および、新たな課題解決の価値化が重要と述べら
れており、総合知の活用が期待される。
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総合知の活用の推進は、大学改革や教育・人材育成、若手支援等の施策の進捗と強く関連する。また、一方で、総合知の普及はスター
トアップの推進や企業の価値創造のあり方に影響を与えると考えられる。総合知の活用の推進にあたって相乗効果の期待される施策の
例を以下にまとめた。

「価値協創ガイダンス」では、企業の持続的価値向上に向けて、経営理念やビジネスモデル、戦略、ガバナンス等を統
合的に示していくことが重要であるとされている。また、サステナビリティ・トランスフォーメーション（SX）では、
どのような社会課題を重要課題として捉えるかを含めて、企業の目指す方向性を価値観として明確化し、その実現のた
めの長期戦略や、より具体的な実行戦略等を統合的に構築・実行していくことが重要であるとされている。こうした取
組みを進める上で、総合知の活用が期待される。



（参考）地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ

46



（参考）世界と伍する研究大学のあり方
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（参考）教育・人材育成WG
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（参考）研究力強化・若手研究者支援パッケージ
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